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1．内航船舶貨物輸送量

1970年の内航船舶貨物輸送量は3億4000万トン、1400億トンキロであ

る。国内貨物輸送にたいする船舶貨物輸送の割合は輸送トンキロで42％を

しめている。

船舶で輸送される品目は、石油製品1.2億トン、鉄鋼4900万トン、石炭

2600万トン、砂利・砂・石材2700万トン、セメント2500万トン、石灰石

2300万トンなどである。

国内貨物輸送にたいする船舶輸送の割合を輸送トンキロでみると石油製

品約80％、鉄鋼約70％、石炭約90％、セメント約70％である。

これらの品目の平均輸送距離は、石油製品270km、鉄鋼460km、石炭

790km、砂利・砂・石材147km、セメント460km、石灰石370km、穀物

280kmである。

発着量の多い港は、神戸港が6700万トン、横浜、川崎、名古屋の各港が

5400万トンなどである。

1971年3月31日の内航船舶の現況は船舶数15,950隻、432万トンで、

1966年とくらべると船舶は280隻減少したが、トン数では200万トン増加

した。木船は船舶数、トン数とも減少し、鋼船は船舶数、トン数とも増加

した。さらに、一般貨物船と専用船の比は57：43から46：54に変わった。

〔凡例と作図の要点〕

この図は港湾統計のうちの内航船舶による貨物輸送量を表わしたもので

ある。統計は、貨物移動の発着地点の統計であって経路は表示していない。

そこで、それぞれの貨物の移動は最短経路を通るものと仮定して作図した。

たとえば、東京から秋田にむかう経路は津軽海峡を通るものとした。ただ

し、瀬戸内海の帯記号は瀬戸内海沿岸の港湾を発着する輸送量だけを表示

し、これ以外の瀬戸内海沿岸の港湾を発着しないものは四国の太平洋側か

ら関門海峡を通る経路とした。

〔資料〕

1．運輸省，昭和45年港湾統計

2．貨物の地域間流動

1970年の貨物の流動量(輸送量)は52.5億トンである。そのうち自動車

によるものは46.3億トン(88.2％)、海運によるものは4.2億トン（8.1％)、

鉄道によるものは2.0億トン（3.8％）である。

これを品目別にみると鉱産品（石炭、金属鉱、砂利・砂・石材、石灰石

など)、特殊品（金属くず、動植物性飼料、その他の特殊品)、化学工業品

(セメント、石油製品、石炭製品、化学薬品、化学肥料など)の3品目の輸

送量は合計33.7億トン（64％）である。

全国を9地域に区分した場合の貨物流動量の自地域内流動と他地域間流

動の比率は90：10である。さらに全国を22地域に区分すると、その比率は

86：14である。9地域区分の場合の他地域間流動量は5.2億トンで、輸送機

関別では海運54.9％、自動車25.9％である。22地域区分の場合の他地域間

流動量は7.6億トンで、輸送機関別では自動車45.4％、海運38.5％である。

9地域区分による品目別輸送機関別などの貨物流動状況は次のとおりで

ある。品目ごとの全流動量にたいする他地域への流動量の割合は、農水産

品8.3％、林産品4.7％、鉱産品6.4％、金属機械工業品14.9％、化学工業品

15.3％、軽工業品9.1％である。他地域へ流動する貨物の総量にたいする輸

送機関別の割合は農水産品、林産品、軽工業品では自動車の比率が40～

50％、鉱産品、金属機械工業品、化学工業品で海運の比率が60～70％である。

軽工業品、農水産品は鉄道輸送の比率が、ともに約39％である。

〔凡例と作図の要点〕

年間発着量を示す半円記号の半径は、それぞれの地域の発量と着量の実

数の平方根に比例させた。

〔資料〕

1．運輸省，昭和45年度貨物の地域間流動調査

内航船舶貨物輸送量の推移

（運輸白書から作成）

内航船舶貨物輸送トンキロの推移

船舶の専用化

1966年9月末 1971年3月末

トン数 247万トン トン数 384万トン

（運輸白書から作成）

内航船舶の運航距離別品目別輸送量の割合（1970）
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（内航船舶輸送統計年報から作成）

国内貨物輸送量の割合（1970）

総輸送量 52億5000万トン

（貨物の地域間流動調査から作成）

国内貨物輸送量の推移 国内貨物輸送トンキロの推移
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（陸運統計要覧から作成）

輸送機関別貨物の地域間流動（1970）

（自地域内の流動は除く）
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（貨物の地域間流動調査から作成）
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（陸運統計要覧から作成）
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